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 １ 地震から、まもなく半年・・ ～市社協中央区事務所より～ 

   この度の熊本地震で被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。 

熊本市社会福祉協議会では災害ボランティアセンターを立ち上げ、 

高齢者等災害弱者の方達にボランティア様の協力を得ながら 

被災者支援のサポートをしてきました。長期間に渡り地域・団体・ 

施設の皆様のご理解とご協力、誠にありがとうございました。 

「中央区事務所の主な経過」 

４/１９ 現地聞き取り調査に入る（東区・秋津方面） 

４/２２ 災害ボランティアセンター開設（中央区・花畑公園） 

４/２９ 東区サテライト（災害ボランティアセンター）開設（真如苑駐車場） 

５/ ６ 他の市町村より早く緊急小口資金貸付を開始（動植物園・大江図書館） 

６/ １ 中央区事務所 通常業務再開 

７/ １ 災害ボランティアセンター移転（花畑公園から動植物園駐車場へ） 

７/１５ 熊本市最後の避難所 市総合体育館で心配事相談所設置（皆様の生活再建にむけて） 

10/ ８ 災害ボランティアセンター再移転（熊本市東部浄化センター内）・・ 

 

上記活動につきましても、皆様には大変お世話になりました。また中央区事務所には当初より 

名古屋市社会福祉協議会の職員の皆様が長きに渡り切れ目なく応援に駆けつけてくださりました。 

大変お世話になりました。誠にありがとうございました。ご縁に感謝申し上げます。 

区事務所は今も通常業務とあわせて、災害ボランティアセンターと生活再建にかかわる業務を 

しています。今回の地震を通して「普段からの地域の繋がり」を改めて 

感じている所です。これからも、どうぞよろしくお願いいたします 

 

２ 帯山校区「熊本地震体験記集」自主出版 n 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

710 月から赤い羽根共同募金が始まりました。よろしくお願い致します cf 
 

熊本市社協 中央区事務所 

熊本市中央区新町 2-4-27 3F 

☏096-288-5081 359-1800

帯山校区 浅田社協長が震災の教訓を後世に生かそうと民生

委員や自治会長ら３５人に、執筆を呼び掛け熊本地震発生時の

行動や避難所の様子などをつづった「熊本地震体験記集」を自

主出版されました。帯山では震災復興のための「チーム帯山」

をいち早く結成し、情報と活動を地域で共有されました。冊子

は全２集。浅田会長がパソコンなどを使い、レイアウトから印

刷、製本までを手掛けられました。また被災状況や避難所の様

子を画像で紹介するスライドショーＤＶＤも自費制作。市社

協・中央区役所などへ配布され反響を呼び、報道等にも取り上

げられました。 r 熊本地震体験記集を両手に浅田社協長 


